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地質エンジニア連盟規約 

 
 第 1 章 総則 
（名称） 
第１条 本会は、地質エンジニア連盟と称する。（以下「本連盟」という。） 
 
（事務所） 
第２条 本連盟は、主たる事務所を東京都文京区に置く。 
 
（目的） 
第３条 本連盟は、地質調査業の社会的地位の確立を図るため政治活動を支援するとともに

社会資本の充実などにより国土の強靭化に資するさまざまな取り組みに参加し、も
ってその活動を通じて社会貢献するために必要な政治活動を行うことを目的とする。 

 
（事業） 
第４条 本連盟の目的を達成するため、次の事業を行う。 
 一 地質調査業の社会的地位の確立を図るための事業の支援 
 二 関係方面への広報活動 
 三 その他、本連盟の目的を達成するために必要な事業 
 
（組織） 
第５条 本連盟は、その活動を全国的に展開するため、役員会の決議により支部を設けるこ

とができる。 
 
第 2 章 会員 

（会員） 
第６条 本連盟の会員は、本連盟の趣旨、目的に賛同する個人とする。 
 
（会費） 
第７条 会員は、一口 5,000 円以上の年会費を本連盟に納入しなければならない。 
 
（総会）  
第８条 本連盟の通常総会は、毎事業年度終了後３か月以内に招集する。 
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 一 総会は、会長が招集する 
 二 総会の議長は、会長がこれにあたる 
 三 総会の決議は、出席した会員の過半数をもってこれを行う 
 
第 3 章 役員 
（役員） 
第９条 本連盟に次の役員を置く。 
 一 会長         １名 
 二 副会長       若干名 
 三 幹事長        1 名 
 四 幹事      ２０名以内 
五 会計責任者      １名 
六 会計責任者職務代行者 １名 
七 監事       ２名以内 

 
（役員の職務） 
第１０条 役員の職務は次のとおりとする。 
 一 会長は、本連盟を代表し、会務を総理する 
 二 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長がかけたときは、会長があ

らかじめ定めた順位に従い、その職務を代行する 
 三 幹事長は、会務を執行する 
 四 幹事は、会務を分掌する 
 五 会計責任者は、政治資金規正法に基づく会計業務を行う 
 六 会計責任者職務代行者は、会計責任者を補佐し、会計責任者に事故あるときは、その

職務を行う 
 七 監事は、会計及び業務執行の状況を監査する 
  
（役員の選任） 
第１１条 役員は、会員のうちから総会において、出席会員の過半数の議決により選任する。 
 一 会長、副会長、幹事長、幹事、会計責任者、会計責任者職務代行者及び監事は、役員

の互選により選任する 
 
（役員の任期） 
第１２条 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 
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（役員の解任） 
第１３条 役員が次の各号の一に該当する場合には、総会において、出席会員の３分の２以

上の議決に基づき解任することができる。 
 一 心身の故障のため職務の執行に堪えないとみとめられるとき 
 二 職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったと認められるとき 
 
 第 4 章 会議 
（役員会の構成） 
第１４条 役員会は、会長、副会長、幹事長、幹事、会計責任者、会計責任者職務代行者及

び監事によって構成する。 
 
（役員会の招集） 
第１５条 役員会は、会長が招集する。 
 
（役員会の職務） 
第１６条 役員会は、次の職務を行う。 
 一 運動方針の採択 
 二 規約の改正 
 三 予算及び決算 
 四 その他、会務に関する重要事項 
 
（経費） 
第１７条 本連盟の経費は、会費及び寄付金その他の収入をもって支弁する。 
 
（予算及び決算） 
第１８条 毎会計年度の予算及び決算は、総会の承認を得なければならない。 
 
（事業及び会計年度） 
第１９条 本連盟の事業及び会計年度は、毎年１月１日に始まり、１２月３１日に終わる。 
 
第５章 解散 
（解散） 

第２０条 本連盟を解散する場合は、総会において、会員の 3 分の 2 以上の同意を得なけれ
ばならない。 



4 
 

附則 
１ この規約は、令和６年９月２６日から施行する。 
２ この規約の改廃については第１６条に定める役員会の議を経て行うものとする。 
 

以上 
 
 


